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先日岡山県高教組結成５０周年の祝賀会が
あり、岡山大学職員組合を代表して出席させて

いただきました。おりしも教育基本法をナショ
ナリズム的な内容に改変する法律が成立した
矢先でした。教育基本法は生徒の個性を伸ばす

ことを保障する法律でした。そのことを啓蒙し
た、高教組のポスターをバスなどで見られたこ
とがあると思います。高教組の一連の取り組み
は、教育基本法の個性を伸ばす精神を再認識さ

せ、点数で選別しがちな傾向を反省して、より
良い教育をしようという気運を高めたようで
す。 
 良い教育には良い教材が欠かせません。教科

書のなかにも優れたものが多くあります。娘の
国語の教科書に「モアイは語る --- 地球の未
来」という一文を見つけました。これは環境考
古学者の安田喜憲さんがニュージーランドの

地質学者と共に、かつてイースター島に栄えた
文明の滅亡を明らかにした研究をもとに書か
れたものです。小豆島ほどの広さしかない絶海

の孤島イースター島は、現在はわずかな未開人
が住むだけの荒地しかない島です。それにもか
かわらず、なぜ高さ 20m にも達する巨大な石
像が千体以上も並んでたてられているのかが

謎でした。安田さん達の調査の結果、はじめこ
の島はヤシの森に被われていたこと、11 世紀
頃から農業とモアイの製造が興り、16 世紀に
は人口が２万人に達していたことがわかって

きました。さらに農地の開発とモアイの運搬の
ために森林が伐採されて森が失われると、農地
の土壌がやせて流亡したためか、やがて荒地に
なっていったことが、地層に残った花粉の分析 
などによって解明されています。人口増もあっ
て食料危機に陥り、部族間の抗争とともに、製
作中のモアイも放棄されるほど急にイースタ 

 

ー島の文明は崩壊したそうです。 
イースター島での森林破壊とそれに続く農

地の荒廃は、現在地球規模に拡大しています。
安田さんの概算では地球上の農耕地は 21 億ヘ
クタールが限度で、それで支えられる人口は

80 億人ほどですが、今の人口増が続けば 2030
にはその 80 億人を突破してしまうそうです。
中世末から近世初めにかけての小氷期の研究
に業績がある Brian Fagan さんは、地球温暖

化などの近年の環境変化は、人為的な影響によ
って拡大されたことを述べ、その克服には「利
他的」な施策が必要であることを述べていま
す。ナショナリズムへの道では人類の滅亡をい

っきに進めるでしょう。      
しかし、もしこの「利他的」にならざるをえ

ない状況に適応できれば、私たちはこの危機を
乗り越えて、豊かな森林環境を取り戻すことが

出来るかもしれません。人類はこれまでいくつ
かの危機を乗り越えています。石器時代末には
大型動物を大量に狩猟しすぎて絶滅させてし

まい、食糧難に陥ったと推測されますが、農耕
を始めて生き延びます。近世では収奪的な農業
経済が行き詰まりましたが、産業革命で再興を
なしとげました。人類はなかなかしぶとい生物

といえるでしよう。しかし利他的になるには、
生存競争の本能を克服しなければなりません。
知を高めていけば、大きな困難ですが希望はあ
ると信じています。 
 

新 年 ご 挨 拶                   

委員長 鈴木茂之 
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すでに組合だより 102 号でお知らせしましたよ
うに、来年度 6 月のボーナスは、教職員全員の勤勉

手当が従来の 0.71 ヶ月分から幾分か増額されます
が、12 月のボーナスは勤勉手当が 0.71 に戻され、
32%の成績優秀者が勤勉手当を増額されます。執行
委員会では、ボーナスは「厚く広く」分かち合うべ

きではないかという議論が主流でした。 
 
査定昇給問題  
来年度早い時期に団体交渉を 

 
また、査定昇給に関しても議論がでました。団体

交渉では、特定の個人が連続して特別昇給するよう

なシステムになることを危惧して「長期的ヴィジョ
ンを持った」査定昇給の設計をするよう経営者側に
求めましたが、執行委員会では査定が低く昇給でき
ない人が出るのではないかということが議論され

ました。査定昇給の問題に関しては、来年度のでき
るだけ早いうちに団体交渉を行うべきだというこ
とで意見が一致しました。 
その他、トップダウンで各学部に下りてきている

教員の教育研修の義務化の問題、ピア・レヴュウの
問題、過労等のため心身を病んだ教職員に対する支
援体制の問題点、鹿田キャンパスにおける新しい保
育所設立の進捗状況やその問題点、附属病院の看護

師の皆さんに対するアンケート結果の報告、事務職
員の皆さんの査定評価の問題点、特に各自が設定し
た目標だけにより査定することの是非について議

論しました。 
 
「目標達成度査定」―富士通の失敗― 
 
各自が目標を立て、その目標達成度により査定す

るというやり方は、すでに富士通の試みでその不適
切さが証明されています。それをなぜ今岡山大学で
実行するのかという疑問の声が上がりました。しか

し残念なことに、岡大職員組合には事務職員の組合
員はほんの少ししかおられません。非組合員の方か
らも、初めての査定昇給の感想を職員組合の方に聞
かせていただければありがたいです。思いの外上手

くいっているというコメントでも結構です。 
教育学部単組では、12 月 1 日に「鍋料理を楽し

む夕べ」が開催されました。高橋学部長、森副学部

長を始め、非組合員の事務職員の方も出席され、和 

やかで充実した会であったという報告でした。
教育学部単組だけでなく、全学的に組合を通し

ての教職員の輪が広がることを願っています。 
 

 
座 標 軸 
 

年明け早々、むごたらしい事件の報道が続いて

いる。閣僚の不透明な政治資金の流れや官製談合

など、芳しくない話題も目白押しだ。「美しい国」

作りを標榜した人物が首相の座についた時期と

平行して、醜悪な情景が次々と浮かび上がってく

るのは、なんという皮肉だろう▼なぜこんなふう

になったのかといえば、それは、日本を含めて世

界が理想を失ってしまったからだと、私は考え

る。ソ連の崩壊は、それまでともかく「理想」と

して輝いていた社会主義を徹底的に汚泥の中に

放棄する結果を伴った▼と同時に、世界は、旧社

会主義圏や中国などの、恐るべき低賃金をてこと

する mega competition の中に投じられた。理想

をなくして、なんでもできると思った瞬間が、ど

んなことでもやらなければ生き残れないと思っ

た瞬間と重なってしまったのだ。何をやってもい

い、どんなことでもしなければ生き残れない――

こうした暗い確信が、その後の世界を突き動かし

てきた▼そのどす黒いまでの流れが、私たちの世

界をどれ程大きく変えたかは、誰の目にも明らか

だ。トップたちが深々と頭を下げる謝罪の姿を、

私たちは何度見ただろうか。テレビの画面には、

犯罪者となった姿が出るけれども、そこにまで至

る以前の人々の苦渋は想像に余りある▼人々は、

不当な処遇を受けてはらわたが煮えくりかえっ

ているに違いない。自分が受けた不当な処置が社

会的な問題として取り上げられないと、そのやり

場のない怒りは社会へ向けて復讐の念となった

り、手っ取り早い抑圧移譲になったりする。ＤＶ

やいじめもその一例だろう▼そこまで行かなく

ても、私たちのモラル感覚は麻痺し、精神の荒廃

は進む。大学も例外ではない。データねつ造や盗

作のニュースがあとを絶たない。表に現れない不

正は、おそらく数え切れないほど遍在しているだ

ろう。学問が真理や理想に奉仕するのでなく、成

果査定の具となった瞬間、学問の破壊はとめども

なく進行する。（ｋ） 

第５回執行委員会より 
12 月 18 日（火）18 時から、第 5 回執行委員会が開催されました。 
主な議題は、12 月 12 日に行われた経営者側との団体交渉についてでした。 
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昨年 10 月、全国の国立大学病院に勤務するす 

べての看護師を対象に、全大教の取り組みによる

「安全・安心の看護をめざす国立大学病院看護職

員アンケート」が行なわれました。岡山大学では

看護部の全面的なご協力のもとに、264 名の看護

師から回答を得ることができました。大学単位の

単純集計がこのほどまとまりましたので、回答に

見られた看護師の生の声を中心にご紹介します。 

１．ナースは疲れている 

「妊婦の人が毎年いるが､同じように勤務していて

しんどそう。体調悪い時でも、なかなか言い出せな

い雰囲気が、詰所の中にあると思う。妊娠したら、

夜勤免除などあればいいのにと思う。他に､小さい

子供のいる人は､フレックスな時間に出勤できれば

と思う。」───本来妊産婦については夜勤免除や

勤務軽減などの措置が講じられることになってい

るはずなのに、現場の多忙化の中で有名無実になっ

ているのでしょうか。母体と胎児の安全を考えると

き、背筋が寒くなる事態です。 

さらに「とにかく体が疲れる｡研究もかなりの負

担になる｡他の仕事もきつく、なかなか自由な時間

がない｡休みの日も、仕事をしているような感じで

ある｡」「仕事があまりにも集中力を要するため、

仕事を終えた後でも全く疲れがとれず、精神的にも

肉体的にもしんどい思いをしています。」など、慢

性的な疲労を訴える回答が非常に多く寄せられま

した。 

２．長時間労働 

 「深夜の前や準夜の翌日の休みは、結局労働して

いるわけで、休みではありません。それでも休みと

見なされ、週休２日と言われても納得いきません。」

「もう少しゆとりをもって仕事ができる環境にし

てほしい。看護師の仕事（雑用も含めて）が多すぎ

るように思う。月に１回は連休がほしい（疲れがと

れない）。」「１回／月くらいは年休をとりたいの

ですが、看護部からの指示で４月以降ほとんどもら

っていません。休みは、夜勤の入りや明けにつくこ

とが多く、休んだ気がしません。」───年休は労

働者のもっとも基本的な権利であるはず。また勤務

入り前や勤務明けは、本来は休みとは言えないはず。

こうした過酷な勤務は、一日も早く改善される必要

があります。 

３．「サービス残業」の常態化に怒り 

 「いくら超勤しても、師長チェックでけずられ、

医事課でけずられ、割に合わない。」「先月の自分

の超勤の時間は不明ですが、２時間以上は超勤はつ

かないと言われているので、ボランティアのように

働いていると思うことがよくあります。」───事

実だとすれば、まったくとんでもないことです。 

４．それでも患者さんのための看護をめざして 

 「稼働率を上げるため、入退院が多く、外科系で

は重症化となってきている。患者様の名前と疾患名、

現病状を把握するのがやっとで、本来の看護の提供

ができていないと痛感している。」「スタッフの入

れ替わりが激しく、看護の質が落ちていると思う。

特殊な知識が必要なので、指導する人が必要だが、

スタッフの経験が浅いので、教えられていないこと

がある。」───長時間労働、サービス残業、疲労

の蓄積という状況のもとで、それでも多くのナース

が希望を失わず、患者さんたちの側に立った看護を

目指してがんばっている姿を垣間見ることができ

ます。 

 同じ岡山大学で働いている教職員として、私自身

もまだまだ看護の現場の状況についてほとんど知

らないままに過ごしていたことを痛切に反省する

とともに、一人でも多くの構成員の皆さんがナース

の訴えに耳を傾けてくださることをお願いしたい

と考えます。 

 最後になりましたが、今回の調査に全面的に協力

してくださった山田佐登美看護部長に、改めてお礼

を申し上げます。 

 

ナースたちの生の声に衝撃 
──看護職員実態調査から 
 

医学部職員組合 書記長 矢田範夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
  

さ
ん
ぽ
み
ち 

 

赤
磐
８
８
箇
所
巡
り
に
は
ま
っ
て
い
る
。

休
日
と
も
な
れ
ば
、
寸
暇
を
盗
ん
で
、
に

わ
か
遍
路
と
な
る
。
読
み
に
く
い
地
図
を

手
が
か
り
に
歩
く
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け

に
、
た
ど
り
着
け
た
と
き
の
喜
び
は
何
物

に
も
代
え
難
い
。 

 

道
路
沿
い
に
位
置
す
る
札
所
は
、
割
合

と
簡
単
に
見
つ
か
る
。
あ
っ
け
な
い
ほ
ど

の
場
合
も
少
な
く
な
い
。
困
難
な
の
は
、

山
の
中
に
あ
る
場
合
で
あ
る
。
人
一
人
歩

け
る
ほ
ど
の
小
径
は
、
当
然
地
図
に
は
な

い
。 

 

迷
い
迷
っ
て
困
り
果
て
る
と
き
、
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
お
婆
さ
ん
が
現
れ
る
。

「
御
大
師
様
」
と
い
う
の
が
決
定
的
な
キ

ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
「
そ
こ
を
上
が
っ
た

と
こ
ろ
で
す
よ
」
、
と
い
と
も
簡
単
に
教

え
て
く
れ
る
の
だ
。 

 

ど
う
考
え
て
も
、
こ
の
お
婆
さ
ん
は
、

御
大
師
様
の
お
使
い
か
、
仏
様
の
お
引
き

合
わ
せ
か
と
思
え
て
く
る
。
ま
た
、
「
だ

い
し
み
ち
」
と
刻
ま
れ
た
石
の
道
し
る
べ

も
、
と
て
も
便
利
な
案
内
で
あ
る
。 

 

も
っ
と
も
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の

道
し
る
べ
が
倒
れ
て
い
て
、
と
ん
で
も
な

い
方
角
を
指
示
し
て
い
た
。
思
わ
ぬ
遠
回

り
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

迷
路
へ
と
人
を
誘
う
だ
い
し
道
（
い
） 

 



2007 年 1 月 24 日                   組合だより               第 103 号（4）  

 単組だより 
附属学園単組   

附属学園では１１月９日に附属学園校園長懇談
を行い、執行委員の代表と各校園長・副校園長
とで勤務条件などにかかわる要望事項について
話し合いました。 
  その中で附属学校園は他の公立学校に比べ、
教育実習、研究といった業務が追加されている

ため、実質的な仕事が増えており概して勤務時
間が超過していること、強制ではなくとも、せ   
ざるを得ない状況があり、深夜までの勤務や休
日出勤もめずらしいことではないにもかかわら
ず、勤務条件には公立学校を下回る項目が存在
する現状があること、大学の中期計画の附属学
校園に関する目標の中の公立学校との人事交流
の活性化を図ることを達成するための措置とし
ても公立学校の教職員の勤務条件と比べ下回る
ものについては、早急に対等以上の条件に是正 
する必要があること等を強く訴えました。（今年
度附属中学校において人事交流がなされなかっ
たことを特に懸念しています。） 

さらに具体的な要望事項としては、 
待遇面で 

 ○岡山市内の校外勤務に対する手当の支給 
 ○妊娠代替制度の導入 
 ○各種医療検診の夏休み中の実施 
設備面で 
 ○休養室の設置 
 ○教員用の更衣室、トイレの整備 
 等の項目をあげました。 
 待遇面においては、校外勤務や各種医療検診
に関することは既に動き始めており、近々改善
の見通しがもてるとのこと、妊娠代替制度につ
いては校園長のほうからも大学へ強く要望して
いくということでした。設備面については、基
本的には建て替えの時期を待たなければならな
いが、現状を見直し空きスペース等を利用して
可能な改修は積極的に行いたいので協力をとい

うことになりました。 
  勤務条件などについてこのような会で忌憚の
ない考えを出し合うことはたいへん有意義であ
り、附属学園をよりよくしていくために今後も
協力し合っていきたいということで共通理解が
できたのではないかと思います。 
 
 
 

 

農学部単組 
今までに農学部単組では、日時を決めて色々

なレクリエーションを企画してきましたが、
スケジュールがあわないため参加でない方
も多数おられました。そこで、今年度は、映
画、スポーツ、娯楽施設などの文化的・娯楽
的催し物に対して、期間を決めて入場料の半
額補助をおこなうことにしました。ただし、
総額は、一組合員当たり 2,000 円を上限とし
ています。なお、組合員の家族、友達の共同
利用も可能としています。 
 

編集後記 
組合合唱団についてお話しします。合唱団

は２００２年に全大教全国教研集会が岡山
大学で開催されたとき、学外の方々をもてな
すために結成されました。当時の名称は「『イ
マジン』を歌う会」。最初は１０名もいなか
ったメンバーでしたが、最近では若い女性の
メンバーも加わり、十数人が練習に参加する
ようになりました。お腹から声を出して歌う
と、快感ホルモンが体中をかけめぐるのでし
ょう。仕事の疲れも吹き飛んでしまいます。 
皆さんもよろしかったらのぞいてみて下

さい。毎月３回、金曜の午後５時４０分から
教育学部の音楽棟３階のホールで練習して
います。日にちや場所が変更される場合があ
りますので、来られる際には、組合事務所に
ご連絡下さい。 
  

教職員共済 断然有利     ～今春退職される皆様へ～   おすすめします！「さぽーとプラン」 

公的年金の補完に「年金コース」予備資金・生涯保障に「生活保障コース」 
詳細は http://www.kyou syokuin.or.jp/   

あなたの権利・みんなで守る 

～あなたも組合の仲間になりませんか？～ 
あなたの組合加入が、あなたの待遇改善に！ 

主な活動：大学当局へ要求書提出・交渉 
ソフトボール大会・芋掘り大会 
ビアパーティ・コーラスなど 

 
 

忍蕊り




